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第 1 章

安全上の警告

この配布資料には、このシャーシの取り扱いに必要な安全上の警告が記載されています。シャー

シをインストールまたは使用する前に、この安全上の警告を確認し、負傷や機器の損傷を避け

てください。

各国語で記された安全上の警告については、『Regulatory Compliance and Safety Information —
Cisco NCS 500 Series Routers』を参照してください。

安全上の警告は、次の各セクションにまとめられています。

•標準の警告文（2ページ）
•個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項（4ページ）
•モジュールの脱着の安全上の注意事項（4ページ）
•電気機器の安全な取り扱い（5ページ）
•電源モジュールに関する考慮事項（7ページ）
• ESDによる損傷の防止（9ページ）
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標準の警告文

ステートメント 407 -日本語での安全上の注意

製品を使用する前に、安全上の注意事項を読むことを強くお勧めします。

https://www.cisco.com/web/JP/techdoc/pldoc/pldoc.html

製品を設置するときには、付属のまたは指定された接続ケーブル、電源コード、およびACア
ダプタを使用してください。

〈製品使用における安全上の注意〉

www.cisco.com/web/JP/techdoc/index.html

接続ケーブル、電源コードセット、ACアダプタ、バッテリなどの部品は、必ず添付品または

指定品をご使用ください。添付品・指定品以外をご使用になると故障や動作不良、火災の

原因となります。また、電源コードセットは弊社が指定する製品以外の電気機器には使用

できないためご注意ください。

（注）

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1006 -ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項

に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組み込

む必要があります。

警告

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

ステートメント 1049 -ラックの設置

身体に傷害を負うリスクを軽減するために、シャーシは建物に恒久的に固定されたラックに取

り付けてください。

警告

ステートメント 9001 -製品の廃棄

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。

警告

ステートメント 1017 -立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育を受

けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

ステートメント 1071 -警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告
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個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項
安全を確保して、機器を保護するため、次のガイドラインに従ってください。このリストに

は、生じる可能性のある危険な状況がすべて網羅されているわけではありません。したがっ

て、注意する必要があります。

•システムを移動する前に、必ずすべての電源コードおよびインターフェイスケーブルを外
してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。

•取り付けの前後は、シャーシの周辺をできるだけ埃のない清潔な状態に保ってください。

•工具とアセンブリコンポーネントは、通行の邪魔にならない場所に保管してください。

•危険を伴う作業は、1人では行わないでください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

•シャーシに引っ掛かるような衣服は着用しないでください。

•眼を傷つける可能性がある場合は、作業時に保護眼鏡を着用してください。

モジュールの脱着の安全上の注意事項
シャーシで作業をする場合は、次の安全上の注意事項に従ってください。

ステートメント 1006 -ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項

に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

ステートメント 1008 -クラス 1レーザー製品

クラス 1レーザー製品です。

警告
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ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、

機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

（注）

ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。

警告

電気機器の安全な取り扱い

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組み込

む必要があります。

警告

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告
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ステートメント 1028 -複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすために、す

べての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

ステートメント 2004 -アース線機器

この装置は、放射およびイミュニティに関する要件に準拠するようにアースされていることが

前提になっています。通常の使用時には、必ずスイッチのアースラグがアースされているよう

にしてください。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•部屋の緊急電源遮断スイッチを確認します。電気事故が発生した場合、迅速に電源をオフ
にすることができます。

•システムで作業を開始する前に、DCメイン遮断器をオフにし、電源端子ブロックのケー
ブルを取り外します。

•次のときはすべての電源を切断してください。
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•電源付近で作業する場合

•デバイスシャーシまたはネットワークプロセッサモジュールの取り付けまたは取り
外しを行う場合

•ほとんどのハードウェアアップグレードを行う場合

•故障していると思われる機器は取り付けないでください。

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

•電気事故が発生し、負傷しなかった場合は、次のように対処してください。

•負傷しないよう注意してください。

•デバイスに対する電源をオフにしてください。

•必要に応じて、医学的な配慮を行ってください。

電源は切断されているが、電話回線またはネットワークケーブルには接続されている機器を取

り扱う場合は、次のガイドラインに従ってください。

•電話回線の設置または変更時には、注意してください。

•防水設計されていない電話ジャックは、湿気の多い場所に取り付けないでください。

•雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。

電源モジュールに関する考慮事項
設置場所の電源を調べ、クリーンな電力（スパイクやノイズのない電力）が供給されているこ

とを確認してください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

電源接続に関するガイドライン

ここでは、デバイスの電源装置を設置場所の電源に接続する場合のガイドラインを示します。

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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DC電源システムのガイドライン

DC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置には、それぞれ専用の入力電源があります。入力電源は、UL
60950-1、UL 62368-1、CSA 60950-1、CSA 62368-1、EN 60950-1、EN 62368-1、IEC 60950-1、
および IEC 62368-1規格の安全超低電圧（SELV）要件に準拠する必要があります。

•回路は、専用の 2極 DC遮断器で保護します。電源装置の入力定格および地域または国の
規定に適合するサイズの遮断器を使用してください。

•遮断器は切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。

•システムアースは、電源装置とシャーシのアースです。

•アースラグを使用して、整備中に静電気防止用のリストストラップを取り付けます。

• DC戻り線は、システムフレームやシステムアース機器に接続しないでください。

• DC戻り線がソース側にアース接続されていることを確認します。

•機器の各給電部が異なる電源に接続されていることを確認します。

AC電源システムのガイドライン

AC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•各シャーシの電源装置に専用の分岐回路が付いていることを確認してください。

•電源装置の入力定格および地域または国の規定に適合するサイズの遮断器を使用してくだ
さい。

•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。

電力損失の防止

デバイスへの電力損失を防ぐには、次のガイドラインを使用します。

•入力電源の損失を防止するために、電源装置に供給する各回路の最大負荷が配線およびブ
レーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•システムによっては、UPSを使用して、設置場所の電源障害から保護できます。鉄共振テ
クノロジーを使用する UPSタイプは使用しないでください。このタイプの UPSは、デバ
イスなどのシステムに使用すると、バーストデータトラフィックパターンによって入力

電流が大きく変動し、動作が不安定になることがあります。

デバイスの稼働に必要な配電システムを計画するには、電力要件を判別しておく必要がありま

す。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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ESDによる損傷の防止
静電放電（ESD）によって機器が損傷し、電子回路に不具合が生じる可能性があります。静電
放電は、電気プリント基板の取り扱いが不適切な場合に生じ、障害あるいは断続的障害を引き

起こします。モジュールの取り外しおよび交換時は、静電放電防止手順に必ず従ってくださ

い。

•デバイスが電気的に接地されていることを確認してください。

•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。不要な ESD電圧を
アースに流すために、シャーシフレームの塗装されていない表面にクリップを留めます。

静電破壊と感電を防ぐために、リストストラップとコードは効果的に使用する必要があり

ます。

•リストストラップを使用できない場合、シャーシの金属部分に触れることで自分自身を
アースしてください。

•コンポーネントの取り付けを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンのバスコネクタに適切に固定してください。

これらの器具は、プロセッサの脱落を防ぐだけではなく、システムに適切なアースを提供

し、バスコネクタを確実に固定させるために必要です。

•コンポーネントの取り外しを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンからバスコネクタを外してください。

•コンポーネントはハンドルまたは端だけを持ち、プリント基板またはコネクタには決して
触れないでください。

•取り外したコンポーネントは、基板側を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静
電気防止用容器に入れます。コンポーネントを工場に返却する場合は、ただちに静電気防

止用容器に入れてください。

•プリント基板と衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは体内の静
電気からコンポーネントを保護するだけです。衣服の静電気によってコンポーネントが損

傷することがあります。

•金属製フレームからプリント基板を取り外さないでください。

機器の安全を確保するために、静電気防止用リストストラップの抵抗値を定期的にチェックし

てください。1～ 10 MOhmの値を維持します。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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第 2 章

Cisco NCS 540ルータの概要

Cisco NCS 540 1RUルータは、GSM、UMTS、LTEおよび CDMA用の IP RANソリューション
向けシスコ製品を補完するものです。

Cisco NCS 540には、次のバリアントが含まれています。

表 1 : Cisco NCS 540のバリアント

コンフォーマルコーティングバリアント

なしN540-24Z8Q2C-SYS

あり1N540X-ACC-SYS

なしN540-ACC-SYS

なしN540-28Z4C-SYS-A

N540-28Z4C-SYS-D

なしN540-12Z20G-SYS-A

N540-12Z20G-SYS-D

ありN540X-12Z16G-SYS-A

N540X-12Z16G-SYS-D

ありN540X-16Z4G8Q2C-A

N540X-16Z4G8Q2C-D

1
プリント基板は、湿気、埃、腐食ガスに対する保護を強化するためにコンフォーマルコー

ティングされています。追加情報および導入条件については、シスコのサポートチーム

にお問い合わせいただくことをお勧めします。
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このドキュメントでは、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、
N540-28Z4C-SYS-A/D、N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、および
N540X-16Z4G8Q2C-A/Dが総称して Cisco NCS 540ルータと呼ばれます。ルータ間で相違点が
ある場合は具体的に記載されています。

（注）

この機能と利点の詳細については、『Cisco Network Convergence System 540 Router Data Sheet』
を参照してください。

•ネットワークインターフェイス（12ページ）
•仕様（14ページ）
•インターフェイス名（15ページ）
• 25Gポートのポート速度（17ページ）
•ネットワークタイミングインターフェイス（18ページ）
• GNSS（19ページ）
•外部アラーム入力（20ページ）
•コンソール（20ページ）
•ホットスワップ（OIR）（21ページ）
• DC PSUのグレースフルシャットダウン（21ページ）
•サポート対象トランシーバモジュール（22ページ）

ネットワークインターフェイス
Cisco NCS 540 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。

• 24 x 10G SFP+ポート

• DWDMおよび ZRオプティクスのサポート

• 8 x 25G SFP+ポート

• 2 x 100G QSFP28ポート

図 1 : Cisco N540-ACC-SYS

すべてのポートのシャーシがアクセスしやすいように色分けされています。たとえば、10G
SFP+ポートはピンク、25G SFP+ポートは黄色、100G QSFP28ポートは緑で表示されます。

（注）

Cisco N540-28Z4C-SYS-A/D 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。
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• 28 x 1G/10G SFP +ポート

• 4 x 100G QSFP28ポート（非MACsec）

図 2 : Cisco N540-28Z4C-SYS-A

図 3 : Cisco N540-28Z4C-SYS-D

Cisco N540-12Z20G-SYS-A/D 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。

• 20 x 1G SFP +ポート

• 12 x 1G/10G SFP +ポート

図 4 : Cisco N540-12Z20G-SYS-A

図 5 : Cisco N540-12Z20G-SYS-D

Cisco N540X-12Z16G-SYS-A/D 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。

• 12 x 1G SFP +ポート

• 12 x 10G/1G SFP +ポート

• 4 x 1G銅線ポート

図 6 : Cisco N540X-12Z16G-SYS-A
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図 7 : Cisco N540X-12Z16G-SYS-D

Cisco N540X-16Z4G8Q2C-A/D 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。

• 4 x 1G銅線ポート

• 16 x 1G/10G SFP +ポート

• 8 x 10G/25G SFP+ポート

• 2 x 100G QSFPポート

図 8 : Cisco N540X-16Z4G8Q2C-A

図 9 : Cisco N540X-16Z4G8Q2C-D

Cisco N540X-16Z8Q2C-Dルータでは、銅線ポート（0～ 3）が取り外されています。このルー
タには、次のハードウェア機能があります。

• 16 x 1G/10G SFP +ポート

• 8 x 10G/25G SFP+ポート

• 2 x 100G QSFPポート

図 10 : Cisco N540X-16Z8Q2C-D

仕様
すべてのバリアントの物理仕様、温度、ルートプロセッサ、およびその他の詳細については、

『Cisco Network Convergence System 540 Router Data Sheet』の「Cisco NCS 540 chassis specification」
を参照してください。
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インターフェイス名
次の表に、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、およびN540-ACC-SYSの各バリアン
トのインターフェイス名を示します。

表 2 :ポート番号付け

40G/100Gポート
（QSFP28）

1G/10G/25Gデュアルレートポート
（SFP28）

1G/10Gデュアルレートポート
（SFP+）

1/030～2422～0/0

1/10/3125231

interface-path-idは rack/slot/module/portです。値を区切るスラッシュ（/）は、表記の一部と
して必須です。

• GigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/31

• TenGigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/31

• TwentyFiveGigE — 0/0/0/24～ 0/0/0/31

• FortyGigE — 0/0/1/0～ 0/0/1/1

• HundredGigE — 0/0/1/0～ 0/0/1/1

デュアルレート機能は、サポート対象の SFPでのみサポートされます。（注）

表 3 :インターフェイスの最大数

部品番号インターフェイスの最大

数

カテゴ

リ

0/0～ 2324100ME
銅

0/0～ 31321GE

0/0～ 31、1/0～ 1 *32 / 40*210GE

0/24～ 31、1/0～ 1
*

8 / 16*25GE

1/0～ 1240GE

1/0～ 12100GE
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2 *4x10GEまたは 4x25GEオプション

次の表に、Cisco N540-28Z4C-SYS-A/D、N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、
N540X-16Z4G8Q2C-A/D、および N540X-16Z8Q2C-Dの各バリアントのインターフェイス名を
示します。

表 4 : Cisco N540-28Z4C-SYS-A/Dのポート番号付け

100Gポート
（QSFP28）

1G/10Gデュアルレートポート（SFP+）

0/28

～

0/31

0/0

～

0/27

• GigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/27

• TenGigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/27

• HundredGigE — 0/0/0/28～ 0/0/0/31

表 5 : Cisco N540X-12Z16G-SYS-A/Dのポート番号付け

10Gポート
（SFP+）

1Gポート
（SFP）

1G銅線ポー
ト

0/16

～

0/27

0/4

～

0/15

0/0

～

0/3

• GigE — 0/0/0/4～ 0/0/0/15

• TenGigE — 0/0/0/16～ 0/0/0/27

表 6 : Cisco N540-12Z20G-SYS-A/Dのポート番号付け

1G/10Gデュアルレートポート（SFP+）1Gポート
（SFP）

0/20

～

0/31

0/0

～

0/31

• GigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/31

• TenGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/31
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表 7 : Cisco N540X-16Z4G8Q2C-A/Dのポート番号付け

100Gポート
（QSFP28）

1G/10G/25Gデュアルレート
ポート（SFP28）

1G/10Gデュアルレート
ポート（SFP+）

1G銅線ポー
ト

0/28

および

0/29

0/20

～

0/27

0/4

～

0/19

0/0

～

0/3

• GigE — 0/0/0/4～ 0/0/0/27

• TenGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/27

• TwentyFiveGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/27

• HundredGigE — 0/0/0/28～ 0/0/0/29

表 8 : Cisco N540X-16Z8Q2C-Dのポート番号付け

100Gポート
（QSFP28）

1G/10G/25Gデュアルレートポート
（SFP28）

1G/10Gデュアルレートポート
（SFP+）

0/28

および

0/29

0/20

～

0/27

0/4

～

0/19

• GigE — 0/0/0/4～ 0/0/0/27

• TenGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/27

• TwentyFiveGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/27

• HundredGigE — 0/0/0/28～ 0/0/0/29

25Gポートのポート速度
25Gポートは 4つのクワッド（0〜 3）に分割されます。各クワッドには次のポートがありま
す。

•クワッド 0：ポート 24〜 27

•クワッド 1：ポート 28〜 31

•クワッド 2：ポート 32〜 35

•クワッド 3：ポート 36〜 39

制限事項と重要なガイドライン
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• 25Gは、クワッドに設定されたデフォルトモードです。

• 1Gと 10Gは、25Gと同じクワッドに共存できません。

• 10Gモードは、1Gと 10Gの両方をサポートします。

25Gクワッドポートを 10Gポートに設定するには、次のコマンドを使用します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# hw-module quad X location 0/0/CPU0

RP/0/RP0/CPU0:router(config-quad-0x0)# mode 10g

Xは、サポートされるクワッドの数（0、1、2、3...n）です。各クワッドのデフォルト速度は
25Gです。ポートを 10Gに設定したり、コマンドの no形式を使用して 25Gに戻したりできま
す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# no hw-module quad X location 0/0/CPU0 mode 10g

クワッド番号は常に0からサポートされている最大数までです。サポートされるクワッドの数
はプラットフォームによって異なり、CLIによって検証されます。たとえば、NCS 540シリー
ズルータは 2つのクワッド（0と 1）をサポートします。X = 3を入力すると、CLIはエラーを
返します。

（注）

ポートモードの速度を設定したら、100GEインターフェイスを設定できます。

• 100G：各光コントローラ設定で 1つの 100GEポートが作成されます。

• interface HundredGigE r/s/i/p/0（p = CTP2ポート 0～ 5の場合）

0/3/0/0/0

0/3/0/1/0

0/3/0/2/0

0/3/0/3/0

0/3/0/4/0

0/3/0/5/0

ネットワークタイミングインターフェイス
• BITS入力または出力：BITSインターフェイスは、1.544 MHzの T1または 2.048 MHzの

E1からのクロック回復（ソフトウェアによって構成可能）をサポートします。BITSイン
ターフェイスは、前面パネルの標準 RJ-48コネクタを通じて提供されます。

• 1PPS入力/出力および ToD入力/出力：このシールド付き RJ-45インターフェイスは、
Time-of-Day（ToD）および 1PPSパルスの入力または出力に使用されます。ToD形式には
NTPおよび IEEE 1588-2008両方の時間形式が含まれます。
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1PPSおよびTOD用の同じRS422ピンが、入力方向と出力方向で共有されます。それぞれの方
向は、ソフトウェアで個別に設定可能です。

次のように、前面パネルの SMBコネクタを使用します。

• GPS 10 Mhzの入出力：GPS同期化のための 10 MHzの入力。

• GPS 1PPS入出力：GPS同期化のための 1 PPSの入力。

GNSS
GNSSモジュールの RF入力ピンを含むすべてのピンに、ESD保護が組み込まれています。た
だし、屋外アンテナが接続される場合は、追加のサージ保護が必要です。避雷器では、低クラ

ンプ電圧（600V未満）をサポートしている必要があります。

避雷は、アンテナケーブルが建物に入る場所に取り付ける必要があります。一次避雷には、危

険と考えられるすべての電気エネルギーを保護接地（PE）に伝導する機能が必要です。

サージアレスタは DCパスをサポートし、低減衰の GPS周波数範囲（1.575 GHz）に適してい
る必要があります。

GNSSモジュールの RF入力要件
•最適なパフォーマンスを得るには、GNSSモジュールには低ノイズ増幅器（LNA）が組み
込まれたアクティブな GPS/GNSSアンテナが必要です。アンテナ LNAは、受信した衛星
信号を次の 2つの目的で増幅します。

•ケーブル損失の補償

•受信者のフロントエンドに最適な範囲への信号振幅の上昇

必要な増幅は、22 dBゲイン +ケーブル/コネクタ損失 +スプリッタ信号損失に対してで
す。

受信者モジュールのコネクタでの LNAゲインの推奨範囲（すべてのケーブルとコネクタ
の損失を減じたもの）は 22dB～ 30dBで、最小は 20dB、最大は 35dBです。

• GNSSモジュールは、同じ RF入力を通じてアクティブなアンテナに 5Vを提供します。

•サージ要件：

• GNSSモジュールの RF入力ピンを含むすべてのピンに、ESD保護が組み込まれてい
ます。ただし、屋上のアンテナが接続される場合は、最終製品が取り付けられる国の

避雷に関する規則と基準に適合するために、追加のサージ保護が必要になる場合があ

ります。

•避雷は、アンテナケーブルが建物に入る場所に取り付ける必要があります。一次避雷
には、危険と考えられるすべての電気エネルギーを PEに伝導する機能が必要です。
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•サージアレスタは DCパスをサポートし、低減衰の GPS周波数範囲（1.575GHz）に
適している必要があります。

•アンテナの見通し要件については次のとおりです。

• GPS信号はアンテナと人工衛星の間に障害物がない場合にのみ受信できます。アンテ
ナからは空がはっきりと見える必要があります。適切なタイミングで、4台以上の衛
星をロックできる必要があります。

アンテナ端末は、ANSI/NFPA 70、National Electrical Code（NEC）、
特に 820.93項「同軸ケーブルの外部導電性シールドの接地」に
従って、建物入口に接地する必要があります。

（注）

•複数の GNSSモジュールが単一のアンテナに接続している場合は、パッシブスプリッタ
を使用します。

アンテナで GNSSモジュールからの電力供給を必要とする場合は、スプリッタのすべての RF
ポートが DCパスに対応している必要があります。

（注）

外部アラーム入力
このルータは、背面パネルの RJ-45ジャックを介して 4つのドライ接点アラーム入力をサポー
トします。

• [NormallyOpen]：アラーム回路に電流が流れておらず、電流が流れるとアラームが生成さ
れることを示します。

各アラーム入力はクリティカル、メジャー、またはマイナーとしてプロビジョニングできま

す。

コンソール
RS232コンソールポートは、送信（Tx）、受信（Rx）、およびアース（Gnd）を提供します。

USBコンソール
ルータの前面パネルにある1つのUSB2.0タイプAレセプタクルが、ROMMON、Cisco IOS-XR、
および診断へのコンソールアクセスを提供します。このレセプタクルはタイプAコネクタを使
用しますが、外部ホストコンピュータへの接続のみを対象とした USBペリフェラルとして機
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能します。このインターフェイスでは、標準の USBケーブルではなくタイプ Aからタイプ A
へのコネクタを使用する必要があります。

この USBコンソールと RS232コンソールポートを同時に使用することはできません。このイ
ンターフェイスでは、タイプ Aからタイプ Aへの USBケーブルを使用する必要があります。

（注）

ホットスワップ（OIR）
ルータは、次のホットスワップ（OIR）操作をサポートします。

• SFPが取り外された場合、他のポートのトラフィックフローへの影響はありません。

• SFPが取り付けられている場合、システムは現在の設定に基づいて操作用のポートを初期
化します。挿入されているSFPがそのポートの現在の設定に対応していない場合、ポート
は設定が更新されるまで動作しません。

•両方の電源が設置されてアクティブになっていると、負荷はそれらの間で共有されます。
または、1つのPSUで負荷全体をサポートすることもできます。電源が動作していない場
合や、入力ケーブルが取り外されている場合、残りの電源が中断なしにすべての負荷を引

き継ぎます。

DC PSUのグレースフルシャットダウン
DC PSUへの DC入力電力が 37Vを下回ると、電源のグレースフルシャットダウンが開始さ
れ、シャーシがシャットダウンされます。再度シャーシの電源を入れるには、遮断器でDC回
路をオフにしてから、DC回路をオンにします。DC入力電源が41V～54Vを超えると、シャー
シの電源が入ります。

グレースフルシャットダウンは、次の NCS 540ルータでのみサポートされます。

• N540-24Z8Q2C-SYS

• N540X-ACC-SYS

• N540-ACC-SYS
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管理コンフィギュレーションモードで environment graceful-shutdown disableコマンドを使用
すると、DC PSUのグレースフルシャットダウンを無効化できます。グレースフルシャットダ
ウンが無効化されている場合は、DC入力電力が 37V +/- 1Vを下回るとシャーシがシャットダ
ウンします。DC PSUへのDC入力電力が 37V～ 54Vを超えると、シャーシは回復します（再
度電源が入ります）。このモードでは、DC入力電力が 30V～ 54Vの間で変動し続けると、
（電源オンと電源オフが繰り返されることになるため）ルータの長期的な信頼性に影響する可

能性があります。

（注）

サポート対象トランシーバモジュール
サポート対象のトランシーバーモジュールの詳細については、『Transceiver Module Group (TMG)
Compatibility Matrix』[]英語を参照してください。[Begin your Search]検索ボックスに、キー
ワード NCS540を入力し、Enterを押します。
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第 3 章

設置の準備

Cisco NCS 540を設置する前に、設置場所を準備する必要があります。

場所の準備には、次の作業が含まれます。

•一般的な注意事項（23ページ）
•設置環境のチェックリスト（24ページ）
•環境要件（24ページ）
•エアーフローに関するガイドライン（25ページ）
•設置場所の電源に関する注意事項（27ページ）
•設置場所のケーブル配線に関する注意事項（29ページ）
•工具および機器（30ページ）
•設置場所の準備 （31ページ）
•作業者の準備 （33ページ）
•ルータ取り付け用ラックの準備（33ページ）
•キャビネットの選択に関する注意事項（34ページ）
• Cisco NCS 540ルータの開梱（35ページ）

一般的な注意事項
シャーシの使用および取り扱いについては、次の一般的な注意事項を守ってください。

•システムコンポーネントをラジエータや熱源の近くに置かないでください。また、通気口
をふさがないでください。

•コンポーネントの上に食べ物や液体をこぼさないでください。また、水気のある環境で本
製品を操作しないでください。

•システムコンポーネントの開口部には、何も押し込まないでください。内部コンポーネン
トがショートして火災や感電の原因となる可能性があります。

•システムケーブルおよび電源コードの位置に注意してください。踏みつけたり、つまずい
たりすることがないように、システムケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必

要があります。システムコンポーネントのケーブルや電源コードの上に、何も乗っていな

いことを確認してください。
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•電源ケーブルとプラグを改造しないでください。場所を変更する場合は、ライセンスを待
つ電気技術者または電力会社にお問い合わせください。必ず、地域および国の配線規則に

従ってください。

•システム電源の切断後、再投入する場合は、システムコンポーネントの損傷を防ぐため
に、30秒以上の間隔を置いてください。

設置環境のチェックリスト
次のチェックリストを使用して、設置場所の準備作業をすべて実行してください。

•設置場所が環境条件を満たしている。

•設置場所の空調システムで、シャーシの発熱量に対応できる。

•シャーシを配置する部分の床がシステムの重量に耐えられる。

•設置場所の供給電力が電気製品を扱う場合の要件に適合している。

•シャーシに電力を供給する電気回路が電源要件に適合している。

• TIA/EIA-232Fに従って、コンソールポートの配線とケーブル接続の制限が考慮されてい
る。

•シャーシのイーサネットケーブル接続距離が規定された制限の範囲内である。

•シャーシの設置を予定している装置ラックが、規定された要件に適合している。

•ラックの場所を決める際は、安全性、メンテナンスの容易さ、および適切なエアーフロー
の要件を考慮する。

環境要件

外部プラントの設置は、Cisco N540-28Z4C-SYS-A/DおよびN540-12Z20G-SYS-A/Dルータでは
サポートされていません。

（注）

外部プラントを設置（セルサイトキャビネット、仮設小屋など）する場合は、空気汚染、埃、

湿気、昆虫、有害生物、腐食ガス、汚染大気やその他の反応性素子からルータを保護する必要

があります。OSPの導入には、空調設備や熱交換器が整った、密閉された部屋をお勧めしま
す。装置を導入する部屋は、温度と空間の要件に準拠している必要があります。このレベルの

保護を実現するために、ユニットを完全に密閉されたラックまたはキャビネットに設置するこ

とを推奨します。このようなキャビネットの例には、Telecordia GR487に準拠した熱交換器を
備えた IP65キャビネットが含まれます。温度は –40 ºC～ 70 ºCの範囲に保つ必要があります。
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環境特性と適合規格の詳細については、『Cisco Network Convergence System 540 Router Data
Sheet』を参照してください。

エアーフローに関するガイドライン
冷気は、ルータの後方に取り付けられているファンによってルータを循環します。内部ファン

は、通気口から冷えた空気を取り込み、ルータに空気を循環させることにより、内部コンポー

ネントの正常な動作温度を維持します。

十分なエアーフローを確保するには、次の図に示すように常に最小の空間距離を常に保つこと

をお勧めします。

•前面の空間：12.7 cm（5インチ）

•背面の空間：5.08 cm（2インチ）

図 11 :空間の上面図
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図 12 :空間の側面図

図 13 :エアーフローの側面図
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表 9 :エアーフローに関するガイドライン

空間フローの方

向

ルータ

吸気口と排気口の両方向で少なくとも7.62cm（3インチ）
必要です。

右から左N540X-16Z4G8Q2C-A

N540X-16Z4G8Q2C-D

N540X-12Z16G-SYS-A

N540X-12Z16G-SYS-D

N540X-16Z8Q2C-D

次の点に注意してください。

•ルータと他のデバイスを背中合わせに配置する場合は、2台のデバイス間に最低10cm（3.9
インチ）のエアーフロー空間を確保してください。

•装置ラックと、ラックに配置されているルータ内のエアーフローがブロックまたは制限さ
れている場合、またはラックに流れる換気の温度が高いと、ラックと、ラックに配置され

ているルータ内で適正温度を超えた状態が発生する可能性があります。

•接地場所は、可能な限り埃のない状態にする必要があります。埃はルータのファンに詰ま
る傾向があり、機器ラックと、ラックに配置されているルータ内で冷気の流れが低下する

ため、過熱状態のリスクが高まります。

•閉鎖型ラックの場合、換気が十分に行われるようにしてください。各ルータから放熱され
るため、ラックに詰め込みすぎないようにしてください。冷気が回るように、閉鎖型ラッ

クにはルーバーが付いた側面とファンが必要です。機器がラックの下部近くで放熱し、上

部にある機器の吸気口に流れ込む可能性があります。

•オープンラックにルータを設置する場合は、ラックフレームが排気ファンをふさがないよ
うにしてください。

•ラックに設置された機器、特定に閉鎖型ラック内の機器に障害が発生した場合、可能であ
れば機器を自動的に作動させます。そのラック（および隣接するラック）内にあるその他

すべての機器の電源を切ることで、ルータに最大の冷気とクリーン電力を供給できます。

•ルータの吸気口に隣接機器の排気が流れ込むような場所には、ルータを設置しないでくだ
さい。ルータ内をどのように空気が流れるかを検討してください。エアーフローの方向は

前面から背面であり、ルータ側面の取り入れ口から周囲の空気が取り込まれます。

設置場所の電源に関する注意事項
シャーシには、電源および電気配線についての固有の要件があります。これらの要件を満たす

ことによって、信頼できるシステム動作が保証されます。シャーシの設置場所の電源を準備す

るときは、次の注意事項および推奨事項に従ってください。

•冗長電源のオプションは、2番目の同一種類の電源を提供して無停電電源を確保します。
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•それぞれの電源装置を個別の入力電源に接続します。別の電源に接続しないと、外部配線
に不具合があったり、遮断器が落ちたりした場合、システム全体の電力が失われることに

なります。

•入力電力の損失を防ぐため、各回路上の最大負荷は配線とブレーカーの定格電流の範囲内
となるようにしてください。

•設置前に設置場所の電源を確認し、設置後も定期的に確認して、クリーンな電力が供給さ
れるようにしてください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

•電力線への落雷や電力サージを原因とするけがや機器の損傷を防ぐために、適切なアース
を施してください。シャーシアースは、セントラルオフィスまたはその他の内部アース

システムに接続する必要があります。

シャーシの設置は、適用可能なすべてのコードに準拠する必要があり、銅の導体のみでの使用

が認可されています。金具を固定するアースボンドは、適合性のある材料にする必要がありま

す。また、金具や結合材料の緩み、劣化、電食が起きないものにする必要があります。シャー

シアースとセントラルオフィスまたはその他の内部アースシステムとの結合は、6 AWGゲー
ジのワイヤ、銅のアース導体を使用して行う必要があります。

（注）

この製品には、装置への ACおよび DC電源供給の両方に対応する外部サージ保護デバイスが
必要です。DC給電の場合、サージ保護デバイス（SPD）は、ローカル標準に従ってコモンモー
ドと異モードのサージを処理する必要があります。

注意

設置時に2KVコモンモードおよび2KV異モードより高い電力サージが発生する場合、AC PSU
に外部サージ保護デバイス（SPD）が必要です。保護デバイスがない場合、ルータが損傷する
可能性があります。該当するルータのバリアントは次のとおりです。

• N540-24Z8Q2C-SYS

• N540X-ACC-SYS

• N540-ACC-SYS

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-12Z16G-SYS-A

• N540-28Z4C-SYS-A

• N540X-16Z8Q2C-A

• N540-12Z20G-SYS-A

注意
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設置時に2KVコモンモードおよび1KV異モードより高い電力サージが発生する場合、DC PSU
に外部サージ保護デバイス（SPD）が必要です。保護デバイスがない場合、製品が損傷する可
能性があります。該当するルータのバリアントは次のとおりです。

• N540-24Z8Q2C-SYS

• N540X-ACC-SYS

• N540-ACC-SYS

• N540X-16Z4G8Q2C-D

• N540X-12Z16G-SYS-D

• N540X-16Z8Q2C-D

1KVコモンモードおよび 1KV異モードより高い電力サージが発生する場合に、外部サージ保
護デバイス（SPD）を必要とする該当するルータのバリアントは次のとおりです。

• N540-12Z20G-SYS-D

• N540-28Z4C-SYS-D

注意

電気回路の要件

各シャーシには、専用の電気回路が必要です。デバイスを二重化電源にする場合は、電源モ

ジュールごとに別々の回路を用意し、電源の冗長化機能が損なわれないようにする必要があり

ます。

シャーシは、DC電源またはAC電源の両方をサポートしています。機器がアースされていて、
電源ストリップ定格に従っていることを確認してください。電源ストリップに接続する全製品

の合計アンペア定格が、定格の 80%を超えないようにしてください。

設置場所のケーブル配線に関する注意事項
ここでは、設置場所の配線およびケーブル接続に関する注意事項を取り上げます。

•ルータをネットワークに接続できるように設置場所を準備する際は、次のことを考慮して
ください。

•各コンポーネントに必要なケーブルのタイプと、ケーブルの制限事項。

使用できるケーブルタイプは光ファイバ、太いまたは細い同軸、ホイルツイストペ

ア、シールドなしツイストペアです。

•シグナリングの距離制限、電磁干渉（EMI）、およびコネクタの適合性。

•トランシーバ、ハブ、スイッチ、モデム、チャネルサービスユニット（CSU）、デー
タサービスユニット（DSU）など、必要なその他のインターフェイス機器。
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•ルータを設置する前に、ほかに必要なすべての外部機器およびケーブルを手元に用意して
ください。これらの機器およびケーブルの発注については、シスコのカスタマーサービス

担当者にお問い合わせください。

•ネットワークの規模およびネットワークインターフェイス接続間の距離は、次の要因にも
左右されます。

•信号タイプ

•信号速度

•伝送メディア

•次の項に示す距離および速度制限は、シグナリング目的の場合に IEEEが推奨する最大速
度および距離です。ルータを設置する前に、この情報を参考にしてネットワーク接続のプ

ランニングを行ってください。

•配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落
雷の影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルス

により、電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがありま

す。過去にこのような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談

してください。

非同期端末の接続

ルータには、ローカルコンソールアクセス用の端末またはコンピュータを接続するためのコ

ンソールポートが備わっています。ルータは、IEEERS-232規格で指定された推奨距離のRS-232
非同期データをサポートします。

干渉に関する考慮事項

ある程度の距離にわたって配線する場合は、干渉として遊離信号が配線に誘導されるリスクが

あります。干渉信号が強い場合、データエラーや機器の損傷を引き起こすことがあります。

以降の項では、干渉の原因およびルータシステムへの影響を最小限に抑える方法について説明

します。

工具および機器
デバイスとそのコンポーネントの設置およびアップグレードには、次の道具と機器が必要で

す。

•静電気防止用のコードとリストストラップ

•静電気防止用マットまたは静電気防止材

• No.1および No.2プラスドライバ
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•デバイスを装置ラックに固定するための番号 12-24のなべネジ

•ネットワークポートに接続するためのケーブル（構成に基づく）

•イーサネットポート接続用ネットワークインターフェイスカード付きイーサネットハブ、
スイッチ、または PC

• 115200ボー、8データビット、パリティなし、フロー制御なし、および 2ストップビッ
トを設定したコンソール端末

•コンソールポートに接続するためのコンソールケーブル

•最大トルクが 30ポンドフォース/平方インチ（0.02重量キログラム/平方ミリメートル
（kgf/mm2））のプラスヘッド付きラチェット式ドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具

• 6 AWGと 14 AWGの両方の被覆を除去するためのワイヤストリッパ

•メジャーおよび水準器

•アース線をデバイスに接続するための、最大トルクが 15インチポンド（1.69ニュートン
メートル）のプラスヘッド付きラチェット式ドライバ

設置場所の準備
ここでは、シャーシを収容する建物を適切にアース接続する方法について説明します。
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図 14 :アース接続されたラックルームのある建物
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作業者の準備
ここでは、密閉された静電気防止用袋からシャーシを取り出す前の作業者の準備について説明

します。次の図では、手首に静電気防止用ストラップを付けて、もう1本のストラップの端を
アースに接続する方法について説明しています。静電気防止用リストストラップは、担当者の

静電気を制御する主要な手段です。

注：これらの画像は説明を目的としたものです。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場合

があります。

図 15 :静電気防止用ストラップの着用

ルータ取り付け用ラックの準備
標準的な水平取り付けレールの付いた2支柱標準ラックにシャーシを取り付けます。ラックに
シャーシを取り付ける前に、以下の手順を実行することを推奨します。

手順

ステップ 1 シャーシを取り付けるラックを設置します。ラックがアース接続されていることを確認します。

ステップ 2 ラックを床面に固定します。

床面にラックをボルト固定するには、フロアボルトキット（アンカー埋め込みキットとも言う）が必要で

す。床面にラックをボルト固定する方法の詳細については、フロア取り付けキットを専門に扱っている会
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社（Hilti社（詳細についてはHilti.comを参照）など）に相談してください。フロア取り付けボルトにアク
セス可能なことを確認します（特に、年に 1度のボルトのトルク調整時）。

キャビネットの選択に関する注意事項
制御された環境への設置を目的とした装置には、年平均の汚染レベルが指定されています。換

気型のキャビネットまたはラックは、汚染レベルが許容限度内で維持されている場合に使用で

きます。

外部プラント（OSP）エリアへの設置を目的とした装置には、IP66または IP65保護、および
低レベルの年間平均汚染濃度を満たす、熱交換器付きの密閉型キャビネットが必要です。

換気型のキャビネットおよびラックは、OSPアプリケーションには推奨されません。（注）

表 10 :屋内および屋外の設置に適したキャビネットタイプ

屋外の設置に適しているか屋内の設置に適しているかキャビネットタイプ

非対応対応前面扉および背面扉が付いて

いないオープンラック

非対応対応吸気口およびファンに一般的

なエアーフィルタを備えた換

気型のキャビネット

対応対応NEMA -4または保護を満たす
密閉型キャビネット（熱交換

器付き）

対応対応NEMA -4または IP65保護を満
たす密閉型キャビネット（空

調機器付き）

環境汚染の許容限度

屋外および屋内環境での汚染濃度レベルは、NEBS GR-63-CORE Issue 5 Dec 2017の表 2.3と表
2.4のそれぞれに記載されている汚染レベル未満とする必要があります。汚染の濃度が高いと、
装置のライフタイムに悪影響が及びます。

許容される温度と湿度

許容される温度および湿度の最大レベルは、データシートに記載されている値の範囲内である

必要があります。結露が発生する可能性がある場所や、海、川、大きな池の近くなど、装置が

長期間にわたって高湿度にさらされる場所に設置しないでください。
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腐食性の高い環境への設置

腐食性の高いエリアへの設置は推奨されません。腐食性の高いエリアの例として、海岸、交通

量の多い車道から 10 m未満の場所、産業汚染の多いエリアなどがあります。

環境汚染の定期的な測定

汚染濃度を定期的に確認することをお勧めします。装置の汚染濃度レベルが高くならないよう

に、必要な保護を行う必要があります。

Cisco NCS 540ルータの開梱

始める前に

シャーシパレットの周りに、開梱するのに十分なスペースがあることを確認します。

手順

ステップ 1 アクセサリトレイと梱包材を取り外します。

ステップ 2 梱包材は脇に丁寧に置いておきます。

ヒント

コンポーネントの製品を返品する必要がある場合に備え、梱包材は保存しておいてください。

（注）

これらの画像は説明を目的としたものです。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場合があります。
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図 16 :デバイスの開梱

フォームエンドキャップ2通常のスロット型コンテナ（配送ボック

ス）

1

製品の前面後部4波形キャップ（前面）3

アクセサリトレイ6製品の背面後部5
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次のタスク

表 11 :アクセサリキット

N540X-12Z16G-SYS-A/DN540X-16Z8Q2C-DN540X-16Z4G8Q2C-A/DN540-12Z20G-SYS-A/DN540-28Z4C-SYS-A/Dカテゴリ

N540-RCKMT-19-ACA
/

N540-RCKMT-19-ACD

N540-RCKMT-19-EGA
/

N540-RCKMT-19-EGD

N540-RCKMT-19-EGA
/

N540-RCKMT-19-EGD

N540-RCKMT-19-CLA
/

N540-RCKMT-19-CLD

N540-RCKMT-19-CLA
/

N540-RCKMT-19-CLD

19インチ
ラックマ

ウントブ

ラケット

N540-RCKMT-23-ACA
/

N540-RCKMT-23-ACD

N540-RCKMT-23-EGA
/

N540-RCKMT-23-EGD

N540-RCKMT-23-EGA
/

N540-RCKMT-23-EGD

N540-RCKMT-23-CLA
/

N540-RCKMT-23-CLD

N540-RCKMT-23-CLA
/

N540-RCKMT-23-CLD

23インチ
ラックマ

ウントブ

ラケット

N540-RCKMT-ETSI-ACA
/

N540-RCKMT-ETSI-ACD

N540-RKMT-ETSI-EGA
/

N540-RKMT-ETSI-EGD

N540-RKMT-ETSI-EGA
/

N540-RKMT-ETSI-EGD

N540-RCKMT-ETSI-CLA
/

N540-RCKMT-ETSI-CLD

N540-RCKMT-ETSI-CLA
/

N540-RCKMT-ETSI-CLD

ETSIラッ
クマウント

ブラケット

サポート対象外サポート対象

外

サポート対象

外

N540-WALLMT-CLAN540-WALLMT-CLA壁面取り付

け用ブラ

ケット

N540-CBL-BRKT-ACN540-CBL-BRKT-EGN540-CBL-BRKT-EGN540-CBL-BRKT-DNN540-CBL-BRKT-CLケーブル管

理ブラケッ

ト

ほとんどのシスコ製品マニュアルはオンラインで入手できます。Cisco NCS 500シリーズのサー
ビスルータに付属するシャーシポインタカードには、他のオンラインドキュメントへのリンク

と情報が記載されています。

（注）

製品が使用されていない場合は、最初の梱包状態または静電気防止用 PE袋に入れた密閉状態
でデバイスを保管してください。

（注）

次のアクセサリキットは、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、およびN540-ACC-SYS
の各バリアントに適用されます。

表 12 :アクセサリキット

Modelカテゴリ

N540-CBL-GD-19

N540-CBL-GD
ケーブル管理ブラケット

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
37

設置の準備

Cisco NCS 540ルータの開梱



Modelカテゴリ

N540-RCKMT-1919インチラックマウントブラケッ
ト

N540-RCKMT-2323インチラックマウントブラケッ
ト

N540-RCKMT-ETSIETSIラックマウントブラケット
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第 4 章

デバイスの設置

このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「標準の警告文」に記載されている

安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

Cisco NCS 540のインストールには、次のタスクが含まれます。

Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、N540-28Z4C-SYS-A/D、
N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、および N540X-16Z4G8Q2C-A/の各バリア
ントのインストール手順はいずれも類似しているため、ルータ間の違いが具体的にコールアウ

トされています。

図は参照目的でのみ使用され、お使いの Cisco NCS 540バリアントによって異なる場合があり
ます。

（注）

•ラックの互換性（40ページ）
•ラックまたは壁面でのデバイスのセットアップ（42ページ）
•エアーフィルタの取り付け（56ページ）
•デバイスの接地（71ページ）
• AC電源ケーブルの取り付け（72ページ）
• DC電源ケーブルの取り付け（74ページ）
•ポート接続に関する注意事項 （77ページ）
•コンソールポートへの接続（77ページ）
•管理イーサネットポートへの接続（80ページ）
•タイミングケーブルの接続（81ページ）
• GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続（83ページ）
•トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し（84ページ）
•インターフェイスポートの接続（94ページ）
•トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス（94ページ）
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ラックの互換性
次のラック仕様に従うことを推奨します。

ラックタイプ
図 17 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）

表 13 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）

マウントフラン

ジの距離（Z）
ラック取り付け穴

の間隔（Y）
ラック前面の開口

（X）
ラックタイプ支柱タイプ

48.2 cm（19イン
チ）

46.5 cm（18.31イ
ンチ）

45 cm（17.75イン
チ）

48.3 cm（19イン
チ）

4支柱

2支柱

58.4 cm（23イン
チ）

56.6 cm（22.31イ
ンチ）

55.24 cm（21.75
インチ）

58.4 cm（23イン
チ）

4支柱

2支柱
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図 18 : 4支柱ラックタイプ

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
41

デバイスの設置

ラックタイプ



図 19 : 2支柱ラックタイプ

ラックまたは壁面でのデバイスのセットアップ
Cisco NCS 540は、ラックにセットアップするか、壁付けするかを選択できます。

壁面取り付けは、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、
N540-28Z4C-SYS-A/D、および N540-12Z20G-SYS-A/Dの各ルータでのみサポートされていま
す。

（注）

ラックマウント

デバイスには、デバイスの側面で固定されるラック取り付け用ブラケットが付属しています。

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意
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表 14 : Cisco NCS 540ルータのラックマウントキット

部品数量

ラックマウントブラケット2

M4 X 0.7 X 6 mmフラットヘッドネジ8

M3 x 0.5 x 4 mmのさらネジ33

3
上部カバーまたは NEBSキットは、エアーフローを向上させるためのオプションのアク
セサリであるため、標準的なパッケージには含まれていない場合があります。

デバイスは、新しいケーブル管理ブラケットに同梱されています。従来の長いケーブル管理ブ

ラケットが必要な場合は、A920-CBL-BRKT-Hを注文する必要があります。
（注）

表 15 : N540X-16Z4G8Q2C A/Dルータラックマウントキット

部品数量

ラックマウントブラケット2

M3 X 0.5 X 6 mmフラットヘッドネジ8

手順

ステップ 1 （オプション）M3ネジを使用して、上部カバーまたは NEBSキットをシャーシに取り付けます。

ステップ 2 次の手順に従って、ラックマウントブラケットとケーブルガイドをルータに取り付けます。

a) ルータにポート側吸気モジュールがある場合は、ポートがコールドアイル側になるようにルータを配

置します。

b) 穴が揃うように、ブラケットの耳をシャーシ側の前面または中央のラックマウントの位置に合わせま
す。

c) 4本のM4ネジを使用してブラケットをシャーシに取り付けます。
d) ステップ 1bと 1cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のラックマウントブラケットを取り付け
ます。
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図 20 :ラックマウントブラケットの取り付け

ラックマウントブラケット2上部カバーまたは NEBSキット1

。-電源装置3

図 21 :前面のケーブル管理と 19インチラックマウントブラケットの取り付け
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図 22 :中央のケーブル管理と 19インチラックマウントブラケットの取り付け

図 23 :中央に 19インチラックマウントブラケットを取り付ける（N540X-16Z4G8Q2C-A/D）
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表 16 :中央にラックマウントブラケットを取り付ける際の要件

数量部品番号シリアル番号

2700-118409-011

848-1363-012

図 24 : 19インチラックマウントブラケットが中央に取り付けられ、ケーブル管理ブラケットが前面にある N540X-16Z4G8Q2C-A/D
シャーシ

表 17 :中央にラックマウントブラケットを取り付け、前面にケーブル管理ブラケットを取り付ける際の要件

数量部品番号シリアル番号

2700-119475-021

448-1363-012

2700-05613-013

248-0654-014
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図 25 : N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシ、中央に 19インチラックマウントアングルを取り付け、2支柱 19インチラックに設置

表 18 : 2支柱 19インチラックの中央にラックマウントブラケットを取り付ける際の要件

数量部品番号シリアル番号

448-101690-011
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図 26 :前面に 19インチラックマウントアングルが取り付けられた N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシ

表 19 :前面にラックマウントブラケットを取り付ける際の要件

数量部品番号シリアル番号

2700-118409-011

848-1363-012
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図 27 : N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシ、前面に 19インチラックマウントアングルを取り付け、2支柱 19インチラックに設置

表 20 :前面にラックマウントアングルを取り付け、2支柱 19インチラックマウントブラケットに設置する際の要件

数量部品番号シリアル番号

448-101690-011
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図 28 :前面に 19インチラックマウントブラケットとケーブル管理ブラケットを取り付けた N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシ

表 21 :前面に取り付けたラックマウントブラケットと前面のケーブル管理ブラケットを設置する際の要件

数量部品番号シリアル番号

2700-05613-011

248-0654-012
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図 29 :前面のケーブル管理と 23インチラックマウントブラケットの取り付け

図 30 :中央のケーブル管理と 23インチラックマウントブラケットの取り付け
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図 31 :中央へのケーブル管理と ETSIラックマウントブラケットの取り付け

ステップ 3 次の手順で、2支柱ラックにルータを取り付けます。

a) ルータを持ち上げて 2本のラック支柱の間に配置します。
b) ラックマウントブラケットが 2本のラック支柱に接触するまで、ルータを移動します。
c) 1人がシャーシを水平に持っている間、もう 1人が 2本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または

10-32ネジ）を 2つのラックマウントブラケットに差し込んで（合計 4本のネジを使用）、垂直ラック
の取り付けレールのケージナットまたはネジ穴にネジを通します。

d) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。

壁面マウント

シャーシを壁に取り付ける前に、まず壁面取り付け用ブラケットとケーブルガイドをシャーシ

に取り付ける必要があります。

壁面取り付けは、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、
N540-28Z4C-SYS-A/D、および N540-12Z20G-SYS-A/Dの各ルータでのみサポートされていま
す。

（注）

壁面用ブラケットの取り付け

デバイスには、デバイスの側面で固定される壁面取り付け用ブラケットが付属しています。
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手順

ステップ 1 壁面取り付け用ブラケットをアクセサリキットから取り出し、デバイスの横に配置します。

（注）

図に示すようにブラケットを取り付けることができます。
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図 32 :壁面取り付け用ブラケットの取り付け（N540-28Z4C-SYS-D）
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ステップ 2 10インチポンド（1.1ニュートンメートル）の推奨される最大トルクでデバイスにブラケットを固定しま
す。

デバイスの壁面取り付け

デバイスを取り付けるときは常に、電源が必ず上部に位置するようにしてください。（注）

デバイスおよびケーブルを確実に支えるため、デバイスを壁面の間柱、または固定した合板の

背板にしっかりと取り付けてください。

図 33 :デバイスの壁面取り付け（N540-28Z4C-SYS-D）
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デバイスを取り付ける前に、デバイスの側面にあるすべての未使用のネジ穴がネジで保護され

ていることを確認します。

注意

エアーフィルタの取り付け
ここでは、次のNCS 540ルータのバリアントにエアーフィルタN540X-16Z4G8Q2C-Fを取り付
ける方法について説明します。

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

エアーフィルタとダストカバーがシステムに取り付けられている場合の最大動作温度は 60℃
です。

エアーフィルタとダストカバーをシステムから取り外すと、最大動作温度は 70℃ に上昇しま
す。

（注）

エアーフィルタは 1回だけ使用できます。通常は、3か月ごとにエアーフィルタを点検し、必
要に応じて6か月ごとに交換することをお勧めします。エアーフィルタは消耗品であるため、
お客様が別途注文する必要があります。正しいエアーフィルタのPIDの確認については、TAC
にお問い合わせください。予備のエアーフィルタを用意しておくことをお勧めします。

（注）

始める前に

•「ラックマウント（42ページ）」の手順を完了します。

•エアーフィルタは上から取り付けるため、ルータの上に約2ラックユニットのスペースが
あることを確認します。

手順

ステップ 1 図に示すように、シャーシの吸気口側の上にエアーフィルタを配置します。
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図 34 :エアーフィルタの配置

（注）

エアーフィルタの上部ブラケットにある「TOPREAR」というラベルの位置を確認します。ラベルは、ルー
タのシャーシの上側に配置すべきエアーフィルタの側面を示す設置ガイドとして機能します。

ステップ 2 図に示すように、エアーフィルタを上からスライドさせて通気口を覆います。

図 35 :エアーフィルタをスライドさせる

（注）

図に示すように、エアーフィルタには 3つの磁気ポイントがあります。磁気ポイントにより、エアーフィ
ルタがルータのシャーシに固定されます。
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図 36 :磁気ポイント

エアーフィルタ（N540-FR-KIT-EG）を取り付ける（前面および側面図）
ここでは、次のNCS 540ルータのバリアントにエアーフィルタN540-FR-KIT-EGを取り付ける
方法について説明します。

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

エアーフィルタは 1回だけ使用できます。通常は、3か月ごとにエアーフィルタを点検し、必
要に応じて 6か月ごとに交換することをお勧めします。

（注）

始める前に

•「ラックマウント（42ページ）」の手順を完了します。

•エアーフィルタは上から取り付けるため、ルータの上に約2ラックユニットのスペースが
あることを確認します。

手順

ステップ 1 ケーブル管理を両側の固定用 L字に取り付けます。
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図 37 :ケーブル管理の取り付け

数量

（Quantity）
部品番号パート

2800-52079-011 -ケーブル管
理

（注）

つまみネジでラックマウントブラケットとケーブル管理を固定します。
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ステップ 2 前面エアーフィルタのカバーを組み立てます。

図 38 :前面エアーフィルタ

数量

（Quantity）
部品番号パート

2800-52079-011 -ケーブル管理

1700-137145-012-エアーフィルタ前面カバー

ステップ 3 エアーバッフル（RH）の側面に取り付けられたエアーフィルタを固定します。
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図 39 :側面取り付け型エアーフィルタ

数量

（Quantity）
部品番号パート

1800-112483-021 -エアーフィル
タ

1700-137173-012 -エアーバッフ
ル

図 40 :エアーフィルタ
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数量

（Quantity）
部品番号パート

1700-137173-01

800-112483-02
1 -エアーバッフル -エアーフィルタのある右
側

1700-137549-012 -エアーバッフル左側

警告

エアーフィルタ付きエアーフィルタバッフルは、シャーシ吸気口の右側で組み立てる必要があります。

ステップ 4 右側および左側のエアーバッフルをシャーシに取り付けます。
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エアーフィルタ（N540-FR-KIT-EG）を取り付ける（前面および側面図）
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